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大空に舞う 私は貴女からみなぎる力をいただいた
今年も大きく飛び出して力強く羽ばたこう

J H 3 A E F  東條 純一

C a n o n  E O S  5 0 D  E F 1 4 m m  F 2 . 8  1 / 8 0 0  F 1 6

「解説」この写真はありのままの瞬間を「O N E  S H O T 」で写しとめたものです。
すなわち、夏空に３匹の蝶が絡み合って飛んでいる場面そのものです。多くは１匹のメスを求め
てオス達が追従している場合が多いようです。
かつての自分の行動に重ね合わせて胸キュン、、、そんな歳でもないですかね。
編集氏ＡＯＰさんから、これは多重撮影か？とのご質問がありました。
違います。３匹は全く別の蝶で、「S I N G L E  S H O T 」撮影です。
しかし、最近では毎秒数十コマで撮影し、カメラがその中から数コマを選んで合成写真をカメラ
内で即座に作るようなメカを搭載したものがあるようです。
私は未だそのようなカメラを手にしたことはありませんが、「S I N G L E  S H O T 」感覚で撮れば
多重撮影と同様の画像が瞬時に出来上がるのですからカメラの世界も大変な変わりよう？
T E C H N I Q U E のいらない時代に突入しているのでしょうか。



J A 3 A E R  荒川泰蔵

前号からの続きで、写真の番号もその続きとしていますが、C Q 誌2 0 1 2 年1 月号にも記事を掲載していただきましたので合
わせてご覧ください。
尚、C Q 誌には2 0 1 3 年に日本で開催する予定の第4 1 回S E A N E T コンベンションもサポートしていただくことにしています。

コンベンション2 日目の1 8 日（金）は逓信省の長官を招いてオープニングセ
レモニーが開かれた。開会前にコンベンションの事務局長であるV 8 5 T L ,  T a m a t
さんがテレビ局の取材に応じていた（写真1 9 ）が、その後海外からの参加者にも
インタビューをしていた。オープニングはお祈りの後（このお祈りは、その後も行
事の度に行われた）、B D A R A の会長V 8 5 D X ,  S a l l e h さんの歓迎の挨拶で始まり
（写真2 0 ）、来賓である逓信省の長官D a t o  P a d u k a  H a j i  A w g  A l a i h u d d i n  b i n  P e h i
n  O r a n g  K a y a  D i g a d o n g  S e r i  L a i l a  D a t o  S e r i  U t a m a  H a j i  A w g  M o h a m a d  T a h a 氏
（称号も含めて非常に長い名前である。この国のアマチュア無線家達の名前も
長いものであるが、この記事ではハンドルと思われる名前を記している。間違っ
ている場合はお許し願いたい）が、壇上で銅鑼を叩いて公式な開会とした（写真
2 1 ）。散会後、会場に用意されお茶やケーキのリフレッシュメントを楽しみながら
の歓談や、小グループの写真撮影などで賑わいが続いた（写真2 2 ）。昼食は全
員近所のインドネシア・レストラン（P o n d o k  S a r i  W a n g i  R e s t a u r a n t ）に案内され、
帰途商店街を散策した。

午後からはマイクロバスに分乗してウオーターフロントに出かけたが、このろから
外出は国別に集められ、案内役やマイクロバスが指定された。これは2 年前の韓
国での迷子事件の教訓から学んだものと思われるが、日本人はV 8 5 H F ,  F a r i d a h
さんの案内でN o . 2 のマイクロバスに乗ることになった（写真2 3 ）。ウオーターフロン
トでは国王の還暦の記念モニュメント（5 年ほど前に建てられたもので、アラビア語
で6 0 という数字をデザインしたものだそうだ）が建てられた公園で記念のグルー
プ写真を撮影した（写真2 4 ）。その前後は暑い日差しの中で思い思いの記念撮
影をしていたが（写真2 5 ）、その後2 0 人程度が乗れるボートで水上から街やマン
グローブなどの森林、それに対岸のW a t e r  V i l l a g e （水上の村）を見学し（写真2
6 ）、更にその水上の村に上陸して、そこにあるK a m p o n g  A y e r の文化と観光の
ギャラリーを含む村の見学をした（写真2 7 ）。
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休憩所で伝統的な食べ物や飲み物の接待を受けたりして写真2 8 ）、水上家屋で
生活する人たちの暮らしぶりを垣間見ることができるこの場所は、観光地の一つ
になっているらしく、たまたま、日本の東南アジア青年の船でここを訪れていたビ
ルマ人を含む東南アジアの若い人たちとも出会い、歓談することができた（写真2
9 ）。
夕刻には一旦ホテルに戻って休憩後、再び水辺のレストラン（P o r t  V i e w  R e s t a u r
a n t ）に出かけて歓迎の夕食会が開かれたが、既に各国の参加者の国際交流が
進み、お互いが打ち解けて歓談している様子だった。丁度この日は米村さんの
誕生日だったらしく特別にお祝いのケーキが運ばれた（写真3 0 ）。

3 日目の1 9 日（土）は熱帯雨林の国立公園（U l u  T e m b u r o n g  N a t i o n a l  P a r k ）の見学だった。
前日から長時間の船旅とジャングルを長く歩き、階段をいくつも上らねばならないと脅かされ
ていたので、スポーツシューズを買い、酔い止め薬を飲んで出かけた（この酔い止め薬は日本
で買って持参したトラベルミンの一種で、１錠で１日効くとうたったものであったが、酔わなかっ
たものの眠気と足のふらつきなど気分が良くなく行動が制限された）。シューズを買いに連れ
て行ってくれた  V 8 5 B D ,  J o h n n y さんは、森には蚊もいるからと、親切に予防のためのチューブ
入りの塗り薬を買ってくれた（予防薬と、刺されたあとの対処薬が分類して棚に並べられてい
た。これは参加者と共有したが、蚊がいなかったのか、薬の効果があったのか刺されることは
かった）。ウオーターフロントから2 0 人ほど乗れるモーターボートで約１時間、両岸にマング
ローブやパーム椰子などが生い茂る川を遡り、国立公園の入り口に到着した（写真3 1 ）。そこ
から更に小型バスで奥地に進み、 S u m b r i n g  E c o  V i l l a g e に到着したが、自然の中でエコな生
活している人たちがいた。ここから更に数人乗りの小型のモーターボートで狭くなった川を遡
るのだが、筆者を含め体力に不安のある2 0 人ほどはそこにとどまり、近くの村のロングハウス
( 昔ながらの高床式の長屋) とその生活を見学した（写真3 2 ）。小型のモーターボートで出かけ
た一行（写真3 3 ）は、上流の熱帯雨林に入り階段や吊り橋を渡って、キャノピーと呼ばれる鉄
塔に登り、熱帯雨林を上から俯瞰したそうだ（写真3 4 ）。これが今回の旅行のハイライトであっ
ただけに、行けなかった人たちは残念な思いだった。熱帯雨林の見学を終えて戻ってきた人
たちと合流し、休憩所が準備してくれた昼食を済ませ、再びモーターボートでウオーターフロ
ントへ帰ってきた。ホテルに戻り、しばしの休憩で疲れを癒して、コンベンションのハイライトで
ある晩餐会（ガラ・ナイト）に臨んだ。
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晩餐会には民族衣装など思い思いの服装で集ってきて、賑やかな歓談と思い思
いの撮影会が始まった（写真3 5 ）。メインテーブルにはゲストとしてA I T I ( A u t h o r i t y
 f o r  I n f o - c o m m u n i c a t i o n s  T e c h n o l o g y  I n d u s t r y の略で、アマチュア無線局の管理
も行っている) の代表が招かれていた。日本人のグループと食事を共にと思って
席を選んでいたが、日本のグループの代表としてメインテーブルに座るよう誘い
が来た。メインテーブルは2 つ用意されていたが、A I T I の代表M r .  O s m a n  R a d i s を
挟んでV 8 5 A B ,  A b u さんご夫妻とV 8 5 D X ,  S a l l e h さんご夫妻が席に着いたテーブ
ルに案内された。このテーブルには昨年のコンベンションを主催した上海の代表
としてB G 4 A A A ,  G u さんと通訳のS W L ,  Z h a n g  L e i さん、一昨年に主催したソウル
のD S 1 B O X ,  C h o さん、H L 1 K D W ,  C h a e さんご夫妻、それに来年度主催予定のK
L の代表として9 M 2 R S ,  R a s h i d さんが招かれていた（写真3 6 ）。あとで考えると、こ
こでもその次の開催地として日本を狙っていたのかも知れない。晩餐会はS E A N
E T コンベンション組織委員長でもあるV 8 5 D X ,  S a l l e h さんの歓迎の挨拶で始まり
（写真3 7 ）、舞台では民族舞踊で歓迎してくれた（写真3 8 ）。続いてS E A N E T コン
テストの入賞者の表彰が行われたが、日本からの入賞者は無かった（筆者を含
めJ A からは5 局がログを提出していた）。そこで食事をしながらの歓談が始まり、
続いてのお土産お交換では、B D A R A から各国の代表に記念の盾（写真3 9 ）とB
D A R A のバナー、参加者全員に参加証（写真4 0 ）が贈られ、各国からもプレゼント
が手渡された。日本からはJ A 4 D P L 吉房さんが持参したコメットのアンテナ・アナラ
イザーC A A - 5 0 0 をクラブへとして寄贈した（吉房さんは、このC A A - 5 0 0 の設計に
参加している）。引き続いて、スポンサーやボランティアなどの協力者に感謝状が
贈られ、再び民族ダンスが披露された後、恒例の国別のパーフォマンスが始まっ
た。オーストラリア、オーストリア、中国、ドイツ、とアルファベット順に進んで、日本
からはJ E 3 B E Q 宮本さんが指揮をして日本の歌、「花」と「上を向いて歩こう」を全
員で合唱し（写真4 1 ）、J A 9 A G 吉井さんが「黒田節」の剣舞を披露した（写真4 2 ）
が、続く韓国の華やかな民族衣装でのパーフォマンスは、中でも際立っていた
（写真4 3 ）。マレーシア、フィリピン、セルビア、スイス、米国と進んだが、今年はバ
ンコクの洪水の影響で、タイからの参加者が無かったのは淋しかった。最後の主
催国ブルネイのパーフォマンスでは、いつの間にか参加者全員が輪になって躍
り出し（写真4 4 ）、それを最後にガラ・ナイトは終了した。( 次号につづく)

注：写真はJ A 5 E V Q ,  
J A 4 D P L ,  J E 3 B E Q ,  
J K 3 I Y B ,  J O 3 T I C ,  
J L 1 X W R ,  7 K 3 E O P ,
H L 1 K D W から頂いた
写真も使用しています
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南海電車の難波駅改札口を出て，
階段を下りてゆく前面の壁面と階
段途中の円柱の電飾です．

シャッター・チャンス

N A M B A  G A L L E R I A
C H R I S T M A S  2 0 1 1
J K 3 I Y B  　西　彰

撮影：
2 0 1 1 年1 2 月1 4 日
夕方

カメラ：
N I K O N  C o o l p i x
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